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劇場を飛び出し、交差点やカフェなどさまざまな場所で踊る「ほうほう堂＠シリーズ」な

ど、ユニークなダンス表現で注目される「ほうほう堂」は、不思議な可愛さを漂わせる女

性二人のダンスデュオ。 

10月には台場区民センター区民ホールで「ほうほう堂×DJs!!」の公演やワークショップを

開催します。 

ほうほう堂の新鋪（あらしき）美佳さんと福留麻里さんにお話を伺いました。

――二人二人二人二人ががががデュオデュオデュオデュオをををを組組組組まれたまれたまれたまれた経経経経緯緯緯緯はははは？？？？

【【【【福留福留福留福留】】】】 美佳ちゃんは子どもの頃から、私は中学ぐらいからダンスをやっていて、一時期

同じダンスの稽古場に通っていました。その後、劇場でバッタリ会ったり、興味

を持つものが近かったりして、仲良くなって。

【【【【新鋪新鋪新鋪新鋪】】】】 その頃、ある舞台のパートを二人で作る機会がありました。

【【【【福留福留福留福留】】】】 そこで互いの動きをしりとりのようにつなげたりしてみました。するとそこには、小

さな要素を紡いでいくような今のダンスにつながるものがあって。その後、それ

ぞれに創作活動を始めたいタイミングやいろいろな縁も重なって、一緒に組む

ことになりました。

――どのようなどのようなどのようなどのような作作作作りりりり方方方方をしているのですかをしているのですかをしているのですかをしているのですか。。。。

【【【【新鋪新鋪新鋪新鋪】】】】 私たちのダンスは二人のやりとりで成立しています。大きな枠組みや選曲は私

が担当することもありますが、具体的な振付は二人で考えます。自分や相手、

空間とどう関わるかという対話がほうほう堂のダンスの基本にあるように思い

ます。

【【【【福留福留福留福留】】】】 どんな相手とでも対話そのものは成立すると思うのですが、この二人だからこそ

生まれる対話の先に面白さや可能性があるのかもしれません。だから10年も

続けてこられたのかな、と思っています。

【【【【新鋪新鋪新鋪新鋪】】】】 2009年には、日常の延長にダンスを紛れ込ませてみたくて、劇場を飛び出し、

いろいろな場所で踊る「＠シリーズ」を始めました。通りかかった人が一緒に踊
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新鋪美佳（左）と福留麻里（右）によ

る身長155cmダンスデュオ。 

2004年「東京コンペ#1」でケラリー

ノ・サンドロヴィッチ賞、05年

「TOYOTA CHOREOGRAPHY 

AWARD ～次代を担う振付家の発

掘～」オーディエンス賞受賞。 

アメリカの「TBA Festival」参加な

ど、国内外で注目されている。 

http://hoho-do.net/



ったり、いろいろなことが起こります。なにかのテーマを表現するというより、段

差があるとか、眺めが良いといったその場所の“情報”と遊ぶ感覚のものです。

YouTubeに動画を公開していますから、是非ご覧ください。

【【【【福留福留福留福留】】】】 自分たちが楽しいと思うことを素直にやろうと考えています。二人のダンスが人

や場所と関わることで、広がっていくのが楽しいですね。

――10月月月月のののの公演公演公演公演はどんなものですかはどんなものですかはどんなものですかはどんなものですか。。。。

【【【【新鋪新鋪新鋪新鋪】】】】 「ほうほう堂×DJsシリーズ」は音とダンスが影響しあうものです。かっちり作り込

んだ振付に対して、二組のＤＪが異なる曲をかけます。私たちは同じ振付を2回

踊りますが、曲が変わることによってリズムや間の取り方がどう変化するか。

逆にダンスがＤＪの選曲を挑発するような相互のライブ感を仕掛けられればと

思います。ＤＪのＡＮＩさん、三浦康嗣さんもノリノリでしょうね?!

【【【【福留福留福留福留】】】】 ライブに行くように、気軽に楽しんでもらえればうれしいですね。

【【【【新鋪新鋪新鋪新鋪】】】】 お台場の次は京都、その次は神奈川県の新百合ケ丘で踊ります。どこかで私た

ちを見かけたら、一緒に体を動かしてみてくださいね。
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